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新入生歓迎特集 「図書館へ行こう ！」

読書 ・脳 ・図書館

准教授 中村博生

読書 とは 「書 を読むこと」である。 「書」 とは

活字である。「読む」 とは意味をといて いくこと

である。つま り、読書 とは 「活字の意味をといて

いくこと」 と言い換え られる。

活字の意味 をといてい く方 法にはい くつかあ

る。まず 「速読」である。速読はす ばや く読むの

だが、 「走 り読み」 といってテキス ト全体 にざっ

と目を走 らせて、大まかな意味をといていく場合

と、「探 し読み」 といって特定の情報だけにね ら

いをつけて、その部分の意味をすばや くといてい

くという場合 とがある。その一方で 「精読」とい

う方法がある。 「精読」 とは、詳細 にわたって注

意深 く意味をといていくのである。じっくり読む

ので時間がかか る。 「広範読み」は、関心 ごとを

広い範囲にもとめて読むことで、ひとつの書で知

り得たできごとを他の書に求めて、そのできごと

に関 して さらな る知識 を得 ようとするので ある。

読み方 とは言えな いが 「積読」(つ ん どく)と い

って、書 を読まずに大量に積み上げてお くことを

示す言葉 もある。いざという時に、読みたい書が

手元に 「積読」されているとその威力を発揮する。

図書館は広範読みのできる 「積読の館」で ある。

ところで、人の脳を単純に右脳 と左脳に分ける

と、一般的に感覚的な処理 をつか さどるのが右脳

で、言語の理解や理論的思考 を司るのが左脳 とさ

れている。通常書を読む時は、左脳が働 くと思わ

れ る。 ところが、脳は右脳で活字を文字 としてで

はな く形 として とらえ、左脳で整理 して意味 をと

いて行 く方法をとることができるという。この処

理方法に習熟す る と書の意味 をとく速度 がかな

り増す という。「走 り読み」や 「探 し読み」の 「速

読」はこの処理方法を応用 しているのかも知れな

い。右脳をもっと活性化させ活字 を形 として とら

え、左脳で整理 して意味をとけば短時間に多 くの

書を読む ことができるようになる。 この処理方法

を使えば 「乱読」や 「多読」 も目的によって、更

に効果的なものとなる。

私は中学生と高校生の頃はよ く書 を読んだ。学

校 の図書室の明治、大正、昭和初期 の文学作品や

有名な外国文学作品はほとん ど読んだ。図書室や

教室の机に向かい、黙々 と借 りた書 を読んでいた。

暗か ったと思 う。 このとき右脳 と左脳 を使 った読

み方 をして いなかった。 じっく り活字 を味わって

「精読」 していた。行間 も読 んで いた。 だか ら一

冊の書 を読むのに時間がかかった。今 もそ うだ。

あの頃右脳 と左脳 を使 った 「速読」 を習得 して い

た ら、もっと違った 自分がいたので はないか と思

う。現在仕事や家事におわれ、読みた い書を買っ

て きても 「積読」状態で ある。いっか読 もうと思

って いるのだがなかなか時間が無い。眼が老化 の
一途 をたど り、活字 を見ると眠 くもなる。徐々に

読書 をす る場合の肉体的なマイナス要因が増えて

きた。今考えると学生の頃が一番読書 をしていた。

学生の頃は図書館が大好きだった。おそ らく図書

館 にいると、興味のある書の活字 の意味をさまざ

まな方法で とくことがで きたか らだろう、 と今 に

なって思 う。図書館にいる と落ち着 けた ものだ。
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連載企画1.エ ツセイ

図書館の利用
看護学部3年 五十嵐 美奈子

１、2年 生の頃

は、 図書館 を、

授業 で調べ なけ

れ ばな らない知

識 、情報 を調べ

るためや 、テス

ト前の集 中 した

い ときにだ け利

用 して いま した。

しか し、3年 生に

なる と、PBLや 演習な どで 自主的に学習 しなけれ

ばな らないので、図書館 を頻繁に利用するように

な りました。図書館では、インターネッ トなどか

らは得 る ことので きない科学的な根拠 に基づ い

た知識や、信頼 性のある情報を得ることができる

と思います。また、本 を読む ことによって、調べ

よ うと思 って いた こと以外 の有効な情報 も得 る

ことができます。

学ぶ立場である学生にとって、図書館 とは、知

識や情報を自分の ものに し、自分の視野 を広 げて

いける場だと思 います。

私にとっての図書館

私は、看護大生になって早一年が経ちました。

この一年間では、様々な教科で多 くの課題や レポ
ー トなどが出されてきました。そ ういった時に、

私が必ず利用するのが 「図書館」で した。図書館

では、パソコンを使 って 自分が探 している本 を簡

単に見つけ出すことができます。また、信頼性 も

あるので、インターネッ トで情報 を入手するより

もはるかに活用的です。昔か ら本 を読む ことがあ

ま り好きではなか った私ですが、今は積極的に図

書館に行き、本を借 りて、レポー トの作成に熱心

に打ち込んでいます。本を読むことがあま り好 き

でない人や、読む ことが面倒 と思っている人でも、

看護学部2年 緒形 美佳

何か をきっか けに本 を好き になった りす るか も

しれませ ん。 これか ら学年 を増す ごとに、レポー

トや、専門教科 の課題がた くさん増えてきます。

答えが見つけ られな くて困 っている という時や、

何について書 いた ら良いのか分 らな いとい う時

は、図書館に少 し足を運んでみてはいかがで しょ

うか。普段では頭 に入 らないことが、本を読むこ

とですんな り頭 に入った り、初めてわかる ことな

どもあった りして、きっといい答えが見つかるは

ずです。今の自分や これか ら先の自分のためにも、

図書館 はとて もいい場所で あると私は思 います。

図書館という存在
看護学部2年 相澤 達也

１年生の皆さんが入学 してか ら、3ヶ 月ほどが

経ちました。ところで皆 さんは、大学の図書館を

利用 していますか。大学で は、課題や レポー ト、

自己学習などに多 くの情報が必要にな ります。そ

んなときに、多 くの文献が用意されて いる図書館

は私たち学生にとって大変あ りがたい存在 とな

ります。最近はインターネッ トの利用が一般的な

情報検索の方法になったため、図書館を利用する

学生が減少 しているようですが、インターネッ ト

には多くの情報があり、そ こか ら確かな情報を探

し、決定するのはなかなか困難な作業です。しか

し図書館 のパ ソコンで検索すれば、必要な信頼で

きる文献を手軽に探す ことができます。また図書

館 は、学習す るのにも利用できます。静かな空間

は、集中して学習す るのに恰好の場とな ります。

図書館は多 くの学生が利用するところです。そ

のためルールは必ず守 らな ければな りませ ん。館

内では静粛にする、借 りた文献は指定された期限

までに返却す るなどです。これ らのルール を守 っ

て、ぜひ図書館 をたくさん利用 していって くださ

い。
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利用案内に載 っていない図書館利用法
オ リエ ンテーションで配布 した利用案内は、理解 しやすいよ うに基本サー ビスを載せています。その

ほか知 っておいてほ しい利用法 をご説明します。

★ 図書館に新しく入 った本はどこ にあるの?
毎月の図書委員会で教員推薦図書 と学生皆さんか らのリクエス トを検討 しています。それ らの図書は

データ入力と装備が済んだ後、入 ロバー を通ってす ぐ目の前にある “今 月の新着 図書”と貼 られた ワゴ

ンに並べ られ ます。新着図書 はそ こで展示 された後 、各分類 ごとに所定の位置へ配架 しています。新着

図書 コーナー にあるものは、す ぐに借 りることができます。

★ 図書館利用法初級編 「30分で分かる図書の探し方」開催中
毎週火曜 と木曜の昼休みは、館内でOPAC検 索法 を中心 とした簡単な講習会 をしています。 時間は

30分 です。当日の申し込み もOK!館 内OPACに ついては このとき しか講習会 を行 っていません。

奮って ご参加 ください。

★ 長期休み中は、いつもより長く借りられます
もうす ぐ夏休みです。休みの間、まとめ読みが したいけど、2週 間 じゃ読み

きれない … と思っている方に朗報です。春 ・夏 ・冬の長期休みになると、

特別 に貸出期 間を延長 しています。

学部学生の場合、長期休みの2週 間前か ら借 りると、休み明けまで借 りて

いることができます(院 生はこのサー ビスは適用 され ませ ん)。特別貸出開始

日は掲示 またはホームページでお知 らせ します。普段はテキス トや医学書 ば

か り借 りている人 も、物語(左 図はハ リーポ ッターの英語版の表紙)や 一般

雑誌 をゆっ くり読んでみてはいかがで しょう。

★ 延滞には気をつけて！ 場合によっては弁償も …
こち らは長 く借 りる といって も、ルールを無視 した借 り方 「延滞」の注意

です。延滞す ると、そ の資料 を返すまで、新たに借 りることができません。

また、掲示板 に 「学籍番号」「氏名」「延滞冊数」を貼 り出 します。それで も返却されないと、最終日りに

は弁償す ることにな ります。最近、延滞 を常習化 され る方や、講義で全員が必読 とされた資料 を延滞す

る方が増えて います。個 々に事情があるとは思いますが、ルールを守っている他の利用者が不公平にな

ることがないよう 「自分が必要な資料 は、みんなも必要 として いる」 と思 って利用 して くだ さい。

★ ノ一トパソコンを貸出していますか?パ ソコンを持ち込め ますか?
貸 出はしていませんが、ノー トパソコンの持ち込みは可能です。

2階 にある 「優先席」5席 の机 にはコンセ ン トがあ ります。そ ちらで ご利用 くだ さい。満席の場合は、

他の席で利用する こともできますが、その場合は館内のコンセ ン トは使用せず、電源は各自のバ ッテ リ
ーを ご使用 ください。

★ 傘は持ち込まないでください
飲食物が持ち込めない一飲食禁止であることは誰 もが知っていますが、傘も持ち

込みができません。係員に呼び止め られた ことのある人も多 いはず。資料だけでな

く机や絨毯な どの設備 も汚れ、長 く使用 していくことができな くな ります。汚れた

机や椅子で学習 したい人はいないはず。また、学習 に不要な荷物は邪魔 にな ります。

玄関の傘立てに入れてか ら来館 ください。

★ 不用になった雑誌を展示します
図書館で購読 しているAERA、Komachi、MORE、Newtonな どの一般雑誌や、NewsweekとTime

の外国雑誌は約2年 後に廃棄処分 にしています。廃棄雑誌は、毎年4月 頃 に、図書館前廊下 に展示 しま

す。必要な方 はご自由にお持ち ください。
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連載企画2、 書評

『変わる家族変わる食卓 真実に破壊 されるマーケティング常識』

岩村暢子著 勤草書房2003
准教授 原 等子

この本は、首都圏に在住す る1960年 代生ま

れ の子 どもをもつ主婦(現 代 主婦)を 対象 とした

5年 間にわ たる食卓調査の結果か ら読み取 られ

た事実 を、事例 をもとに整理 したものである。の「食

DRIVE調 査」と名づけられたこの調査は、協力の得

られた全111世 帯の2,331件 の食卓 日記 と

4,000枚 以上の食卓写真か ら分析 されて いる。

また、この本では 「食卓」を調査 しなが ら、家族や

家庭 の問題 な どに言及 して いる部分が少な くな

い。現代 の家族がもつ様々な問題が、食卓か らも

垣間見 ることができる。

本書の主題は、現代主婦の食の実情である。主

婦 自身の食に対する考え方に、「食への軽視」が表

現され、 これが現実かと驚 く記述 もあるが、この

調査が子 どもをもつ主婦 を対 象に している こと

を思 い出し、いっそう恐怖を覚える。子 どもの食

に関してまとめ られた章に到っては、今後の 日本

の未来 を憂 う気分 になる。

子 どもが食べないか らとあえて野菜 を出 さな

い主婦、食べないよ りはましとお菓子 を食事に換

える主婦な ど、一汁三菜の食 のかたちはすでにほ

とん ど崩れている。乳幼児をカ ラオケに連れて行

き「反応 を見て楽 しむ」母親、子 どもが騒いで もう

るさ くいわ ないフ ァミ レスや フ ァース トフー ド

に集 う主婦、子 どもにお母 さんだけずるい といわ

れなが ら前 日の残 りのケーキ を朝食 にす る母親

な ど、自分のすきな ものを我慢 しきれない子 ども

化する親たち。子 どもを一人前扱 いして 「好きな

ものを選 ばせ る」ビュ ツフェ食 は、 「食べて もら

え」れ ばよ く、栄養 のバ ランスは二の次で ある。

「子 どもがお父 さんだけずるいというか ら、晩酌

にはシャンメリー を欠かさない」とい う家族 もあ

れば、父親に晩酌 をさせないという家もある。そ

して、コンビニでめいめい好きな ものを買って き

て食べる 「ば らば ら食」。食の安全性やバ ランスは

ほとんど考え られていない。

私 も、対象者 とは同年代で、身に覚 えがある点

が沢山あ り、自身の食生活や嗜好 に改めて強い危

機感 を覚えた。ここで紹介される様々な食のあ り

よ うにつ いて、読む人によっては問題点がぴん と

来ない場合 もあるか もしれない。 これは、現代の

主婦だけの問題ではな く、その前後 の世代にも大

きく影響 を与 えて いる 日本の食の真実である。

個 を大切 にする とは?彼 らに健康 教育 を行 っ

てい く私 たちには、何ができるのか?

私たち看 護職が守 る健康 の基盤 となる大切な
「食」について、まず 自分の回 りの食生活か ら考 え

るために1年 生のうちか ら読 んで も らいた い良

書である。

○請求番号383。8H94(棚 番号21左 側(2階))

2006年12月 ～2007年1月の2ヶ 月間、新聞利用調査 を行 いました。結果は下表のとお りです。

調査対象紙:図 書館で購読 している6紙(朝 日新聞、毎 日新聞、読売新 聞、新潟 日報、上越タイムス、

DAILYYOMIURI)

（1）調杳期間中の閲覧回数(開 館 日数:42日)

新聞名 朝 日 毎日 読売 日報 上越タイムス デイリー ミウリ

閲覧回数 149 15 22 399 119 13

1日 平均 3.5 0.4 0.5 9.5 2.8 0.3

地方紙 はよく閲覧されているが、全国紙は朝 日新聞以外 はあまり閲覧されて いない。上位3紙 が毎 日

最低一人は閲覧 しているのに対 し、他紙はほとんど利用 されていない。ただ し、朝 日新聞、新潟 日報、

上越タイムス、デイ リーヨミウ リは図書館入 口前の廊下にあ り、他紙 は館内にあるため、利用 しやすい

という配架場所の影響 もあると思われる。

(2)ア ンケー ト調査(回 答数:45名)

① 図書館の新聞を利用 した ことがある:33名 、ない:12名

② 新聞を利用 しないのはなぜですか(複 数回答 あり)

ア.図 書館へ行 って読んで いる時間がない …5名

イ.自 宅で新聞を取っているか ら ・・・・…7名(つ づく)
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(つづき)

ウ.新 聞 を読 む 必 要 性 を感 じな い ・ ・ ・ ・ …4名

工.そ の 他 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …2名(内 、1名 は 「設 置 場 所 」 と 記 入)

(3)新 聞に関する意見
・1台 でいいか ら、新聞閲覧机が館内にほしい。
・ 一人暮 らしで新聞を取 っていないため、助かっている。
・ テ レビのニュースだけでは得 られない情報もあるので、 これか らも必要(特 に朝 日新聞)。

～ 調査にご協力 あ りが とうございま した ～

視聴覚資料活用のすすめ 准教授 水口陽子

新入生の皆 さんは入学 されてか ら早くも3ヶ 月がた とうとしていますね。学年が進 んで先輩にな られ

た皆さんもいかがお過 ごしですか?図 書館の書籍の他 に、ビデオやCD-ROMな どの視聴覚資料も利用

していますか?例 えば、「こうすれば食べ られる ・嚥下困難患者への新 しいアプローチ」(1)のビデオ シ

リーズは、嚥下の仕組みや援助 のポイ ン トが映像化 されていて、わか りやすいです よ。また、基礎看護

技術 に関する教材では、教員が看護者役 ・患者役 ・カメラ

マ ンとな り、手作 りで作成 した ビデオ(2)もあ ります。この

他にもたくさんの資料があ り、図書館の中ではいつでも見

ることができますので、講義の復習や実習前の準備などに、

利用 してみると役に立つと思 います。

注:(1)『 こうすれ ば食べ られる ・嚥下困難患者への新

しいアプローチ』は全3巻 。第1巻r嚥 下のメカニズムと

嚥下障害』、第2巻 『嚥下障害の観察 と訓練法』、第3巻 『高

齢者へのアプローチ』

(2)全24巻 。各巻タイ トルは 『ベッ ドメイキング』『寝

衣のたたみ方 と交換』『シーツの交換』『患者の移送、誘導』

『体位変換』『全身清拭』『モーニングケア ・イブニ ングケ

ア』『食事介助』『洗髪』『包帯法』『溌腸法』『臥床患者の

便器 ・尿器 の当て方』『手指消毒』『皮下注射』『経 口予薬』
『滅菌物の取 り扱 い方』『口腔(鼻 腔)吸 引法』『バイタル

サイ ンの測定』『導尿』『採血』『温あん法 ・冷あん法』『隔離技術』『点滴静脈内注射』『酸素吸入ネブラ

イザー』

シ ラバ ス 図 書 に つ い て ～専用コーナーできました～
シラバスに掲載されているテキストおよび参考資料は全て図書館で揃えています。

今年度からは専用コーナーが出来ました。全学年分をまとめて専用ワゴンに載せて、1階 の書架番号

7と8の 横に設置しています。

シラバス掲載の図書は、講義を受講するために必読の書!受 講学生の多い科目や複数の科目で利用さ

れる図書は、複本で揃えています。図書館での本の調べ方が分からない人も、大学生になって読むべき

資料が分からない人もまずはシラバスコーナー(ワ ゴン)を ご覧になってはいかがでしょうか。

〈 教員の皆様へ 〉

上記のとおりシラバス掲載図書は原則図書館で備えています。講義関連図書はできるだけシラバスへ

掲載してくださいますようお願いします。掲載図書の利用が集中する場合は 「貸出延長停止」等の措置

も行えますのでご相談ください。

寄贈雑誌報告(2006/11～2007/05)

紀 要

学術雑誌

エ ム ・オ ー ・エ ー 健康科学センター研修報告書
●

日 ルーラルナーシン学会誌

新潟県厚生連医誌
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図 書 館 人 事 往 来

○ 嘱託司書 飯塚 浩子

5年 間図書館勤務をさせて頂きました。図書館での勤務は初めてであったため、学ぶべきことばかりでし

たが、職員の方々のご指導を頂き、無事勤務することができました。ありがとうございました。

看護学生の皆さんや看護に携わる方々に幾 らかでもお役に立てたならば嬉 しく思います。末筆なが ら、看

護大学及び図書館のますますのご発展を心よりお祈 りしております。

新 ・ 図 書 委 員

○ 館長 関谷 伸一(委 員長)

紙媒体と電子媒体 を有機的に活用できるハイブリ

ッ ドライブラリーを目指し、そして学習の場として

の図書館作 りができればと思います。今年度から、

図書館長と図書委員長を兼任 します。

○ 准教授 水ロ 陽子

今年か ら図書館だよりを担当します水 口です。今

回の特集は"新 入生歓迎特集 一図書館に行 こう一"

です。図書館活用のヒントがたくさん載っています

ので、新入生だけでなく、先輩の皆さんもぜひ自分

にあったや り方で、図書館を利用してみてください。

○ 准教授 中村 博生

図書館 に足を運んだ回数だけあなたはアカデミッ

クになれます。本を読まなくとも借りなくともアカ

デミックになれます。図書館 とはそういうところで

す。

○ 助教 長瀬 亜岐

多くの書物に触れて、グローバルな視野で物事を

考えることのできるように看護を学んでほしいなと

願います。最新の知識が得 られるように雑誌の検討

をしていきたいと思います。

新採用図書館職員

○ 嘱託司書 清水 かすみ

4月 から仕事をさせていただき、3ヶ 月が過ぎま

した。不慣れなため、ご迷惑をかけることもあるか

と思いますが、的確なサービスを行えるよう日々勉

強しながら頑張 りたいと思っています。よろしくお

願いいたします。

○ 開館延長嘱託員 平賀 道子

学生さんの勉学に勤 しむ姿に大変感動 しています。

これからも利用する皆様にお役に立てるように早く

仕事を覚えたいと思っています。よろしくお願いし

ます。

下記のみ なさまよ りご寄 贈いただ きま した。 あ りが とうございま した。(2006/11/1～2007/5/31受 入分)

寄 贈 者 書 名 著 者 名 出版年 請求記号
基礎看護学 総論編 藤原奈佳子[ほか】著 2007 NO84-Ki59-1

基礎看護学 技術編 藤原奈佳子[ほか]著 2007 NO84-Ki59-2
中島 紀惠子

認知症高齢者の看護 中島紀恵子編著 2007 N680-N34

中越地震復興公論 新潟日報社編 2006 369.31-N72

地域まるごと子育て支援 武石村子育て支援事業推進委員会編 2006 369.4一Ta65

物語大学医学部 保阪正康著 2006 490.7-H91

大学授業の生態誌 島田博司著 2001 377.15-Sh36

関谷 伸一 大学授業を活性化する方法 杉江修治[ほかユ編著 2004 377.15-Su33

さよなら古い講義 田中一著 1999 377.15-Ta84

九州大学COE大 学改革 丸山正明著 2006 37:721-Ma59

都立大学に何が起きたのか 茂木俊彦[著] 2005 377.21-Mo16

本

学

教

職

員

地域看護学 Ｉ 福島道子編 2007 NO84-F84-1

地域看護学Ⅱ 福島道子編 2007 NO84-F84-2

北川 公子 利用者と共有できる介護報酬ナビ 臼本医師会総合政策研究機構編著 2006 N262-A12-06

外来 ・在宅診療報酬クイックマスター 2006 N262-G15-06

2006年診療報酬改定・介護報酬改定で医業・介護事業経営はこう変わる 中林梓編著 富田敏夫編著 2006 N262-N31

ケアプランに活かす「lCF(国際 生活機能分類)の 視点』 諏訪さゆり,大 瀧清作著 20◎5 N640-Su87

系統別看護師国家試験問題解答と解説2006年 版 『系統看護学講座』編集室編 2005 NO39.1-Ke28-06

飯吉 令枝 看護の心理学入門 岡堂哲雄編 1997 M140-038-1

患者の心理とケアの指針 岡堂哲雄編 1997 M40-038-2

がん患者の呼吸困難マネジメント 田中桂子監修 2◎04 N571-G19

内藤 知佐子 マンガ大人も知らないからだの本 武藤芳照編 2005 N400.3-To46

阿部 恵子 動き出す山古志の衆 里村洋子著 2006 369.31-Sa87
学

外

市川 彰 みんなの命を救う 災害と情報アクセシビリティ 山田肇編著 2006 369.3-Y19

中川 泉 新潟県中越大震災 小千谷総合病院看護部活動記録 2007 N880-N72

若林 広行 臨床藥物治療学 医療薬学研究協議会編 2000 4923-167-00
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